





































































序の形成」 「人間の本性」 「同感」 「分業論」 「価値論」 「資本蓄積諭」 「掛斉史論」 「重商主義批判」
「財政論」 「夜警国家」 「市場経済」 「見えざる手」 「第三者の共感」 「経済学の父」o　これら一連の
キーワードはスミス理解に必要不可欠であり、それぞれが意味ある関係性を有している,U　スミスの













































































































































欲しくなる。現代の課嵐、例えば「南北問題」 「環境問題」 「地球温暖化問題」 「自然災害問題」 「原
子力エネルギー間道」 「少子ift齢化問題」 「年金問題」 「ワーキングプア問題」等々。こうした現代
の諸問題に関係させて経済学の歴史を遡る経済学史、さしずめ「温故知新の経済学史」 (仮称)と
でも表現できようか。
3.本書を経済学部に在籍するすべての学生に推薦したい
本書は「朝Rおとなの学びなおし」シリーズの一冊であるので、そもそも学生のテキストとして
譜=かれているわけではないO故初に指摘したように本-こFi=は、経済学を全く学んだことのない、また
は学んだけれど忘れてしまった一般社会人、いわば専門家ではない「求人」の読者のために書かれ
た「作品」であるoそれにも拘わらず、そのような「おとな」 「素人抑ナ」の著作を、大学で経済
を専門に学ぶ学生に、なぜ推薦するのかの軌蜘まこうであるG本書を読むことで、学生に「おと
な」の自覚が促せると思うからである。 「おとな」の自覚とは何か。それは学問を実際の生活に役
立たせる自立した感覚(学問に取り込まれない)のことをいうO経済学史は、かつて「不毛な学
問」と言われてきたように、過去の知的遺産を手前聯手に解釈して自己満足に陥るばかりでそこか
らは何の生産性もないものと批判されてきたことがあったo大学で「経済学史」講義を受講する学
生が、そのような不毛で退屈な経済学史から抜け出すために、本書の視点と方法が役立つと確信す
るからであるo本書を経済学史講義の入門再としての推薦ではなく、むしろ本書を卒業を控えた4
年生に向けた「おとな」への準備の書として推薦したいO
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